



















































































































































































































平安女学院大学研究年報 第 13 号 2012
－ 55－
幅に制限する必要がありこと、プログラムの違法複製物の使用を一定の場合には著作権の侵害とみな





























また、経済産業省の 2010 年 8 月 16 日の「クラウド・コンピューテイングと日本の競争力に関する
研究会」報告書では、「ネットワークを通じて、情報処理サービスを必要に応じて提供・利用する」
形の情報処理の仕組みを言うとされている28）。




























②クラウド型サービスと複製主体がユーザーと評価される場合の 30 条 1 項（私的利用）該当性
ここでは、クラウド上のサーバーで行われる複製行為の主体がユーザーであると評価される場合、
当該複製が 30 条 1 項柱書に規定する「私的使用」即ち「個人的に又は家庭内その他これに準ずる限
られた範囲内において使用すること」を目的とするものと認められるかどうかが問題となる。また、
複製行為の主体がユーザーであり、更に当該複製が「私的使用」を目的とするものと評価される場合、
























グーグル社は、2003 年 Google Print プロジェクト（後のGoogle Book Search：グーグルブック検
索）という計画を発表し、翌 2004 年には米有力大学並びにニューヨーク公共図書館との間で、各図
書館の電子化を行い、このプロジェクトで検索出来ることで合意した。
然し、2005 年この電子化は著作権侵害に当たるとして、全米作家組合（The Authors Guild, Inc.）
がグーグル社をクラスアクション（Class Action：集団訴訟）として提訴した。
又、後に米国大手出版社 5社も提訴、これらの訴訟は 2006 年 10 月に併合された。
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The Internet and Intellectual Property Rights :
In Relation to the Recent Copyright Disputes
NISHIGUCHI, Hiroyuki
As a result of the widespread use of the Internet, a greater amount of information is exchanged
between people and organizations today than even a decade ago. This is of course true not just within
a country but across national boundaries. Whereas the increased interactions over the Internet have
brought about positive outcomes, they also have produced heretofore unexpected undesirable
consequences, which include frequent occurrences of infringements on intellectual property rights
such as trademarks and copyrights. In this paper, I make an attempt to analyze the recent cases of
disputes involving trademark and copyright breaches and discuss how we can cope with the
trademark or copyright protection problems, and how we can come up with workable solutions in a
society which is heavily dependent on the Internet.
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